
富山県水墨美術館
近代水墨画の流れを紹介する全国的にもユニー クな美術館、

富山県水墨美術館が4月29日にオープンします。
-常段展示「近代水墨画の系措J
横山大観、益白峯量、前回議66など 、近代の代表

的な作家の水墨画を展示します。

・常設展示 「下保昭作品室」

現在、日本の画壇で最も注目されている本県出身

の日本画家、下保昭の水墨作品を展示します。

・展示室1、展示室2
多彩な日本文化の美を鑑賞できるよう、日本画、

染織、陶芸などの企画展を開催します。

・映像ホール

オリジナルハイビジョン映像「水墨画への誘いJ
と「近代水墨画の創造J(上映時間各20分)等を上

映します。 ゐう か

・ミ ュージアムショップ「風花j

オリジナル絵ハガキや複製画など素敵なグ ッズが

そろ っています。

・喫茶 「北斗J
広い中庭を眺めながらくつろげます。コーヒーや、

四季折々の食材を用いた和食を用意しています。

・茶室 [墨光庵」

卦t~躍が設けられ 、 静寂の空間でお茶 (有料) を楽
しめます。

警穆塾無鮒料ス吋
展示室は有料ですが、その他の区域 (映像ホール・

図書室など)は入館料のいらないフリースペースに

なっています。また喫茶「北斗Jや茶室「星光庵jを

刺用する場合も入館料は必要ありません。

皆さんの「憩いの場Jとして、どうぞお気軽にご利

用く ださい。
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開館時間/9:30~ 17:00 (入室は16:30まで)
休館 日/月曜日 (祝日を除く)・祝日の翌日・年末年始

• 宮山嘗察署

至
魚
津国

il 
41 

至嵐山 呈
市内電車大学前行「新富山J下車、徒歩5分 問、

ハ ス 「新富山Jまたは 「富山北口」下車、徒歩5分

• 県庁
市
内
電
車

至国道8号銀

富山工業
高綬. 

• 富山大掌

至高岡

至
高
岡_1県広報と聞をお鶴みの問典

4月29日か ら5月30固まで開催の 「横山大観展」
にご来場の際、このページ左下の引換券を持参
された方 (先着2000名)に、「水墨美術館オリ ジ
ナルしおりJをプレゼン卜 しま す。

水墨美術館では、「みん

なの美術館Jをめざして

ボランティア活動を導

入しています。現在、

約50名の方が登録。作

品の解説や資料整理、

PR活動、庭園の整備な

どの場で活躍すること

になっています。


